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９月定例会は、８月27日から９月28日までの33日間の会期で開催しました。

令和３年度各会計補正予算２件及び専決処分した事件の承認について
　一般会計補正予算（第５号）、農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）及び専決処分した事件の
承認については、予算決算委員会で設置した各分科会で分担して９月14日から16日にかけて審査を行
い、その後、全体審査を行いました。
　一般会計補正予算（第５号）については、反対討論があり、採決の結果、可否同数となりました。そして
委員会条例の規定により、委員長が可否を裁決することとなり、可決としました。
　その他の２議案については、いずれの議案も全会一致で原案のとおり可決及び
承認しました。

令和２年度各会計歳入歳出決算８件について
　９月21日、22日の２日間にわたり、予算決算委員会を開催し、審査を行いました。
　委員会では、一般会計、国民健康保険事業
特別会計及び後期高齢者医療事業特別会計
決算の認定について反対討論があり、採決の
結果、いずれも賛成者多数で原案のとおり認
定しました。
　その他の各会計決算５議案については、採
決の結果、いずれも全会一致で原案のとおり
可決及び認定しました。 令和２年度決算審査の様子

令和２年度決算の概要

予算決算委員会 令和３年度補正予算と令和２年度決算を審査

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 差引収支額
一般会計 ２７６億２３３２万円 ２６６億５６１１万円 ９億６７２１万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ４３億６３３４万円 ４２億８５５３万円 ７７８１万円
後期高齢者医療事業 １０億４０９１万円 １０億３０１７万円 １０７４万円
農業集落排水事業 ４億８９７６万円 ４億８１８６万円 ７９０万円

小　　　計 ５８億９４０１万円 ５７億９７５６万円 ９６４５万円

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 １４億２３２５万円 １１億７４５４万円 ２億４８７１万円
資本的収支 ７７８８万円 ５億２２７０万円 △４億４４８２万円

工業用
水道事業

収益的収支 ７８３６万円 ５７３２万円 ２１０４万円
資本的収支 ０万円 ５８０３万円 △５８０３万円

公共下水道
事業

収益的収支 １０億６５４２万円 ９億８５０７万円 ８０３５万円
資本的収支 １１億３９２１万円 １３億９０９９万円 △２億５１７８万円

病院事業
収益的収支 １７億３６５４万円 １７億３５８６万円 ６８万円
資本的収支 ８６８２万円 １億２３６８万円 △３６８６万円

小　　　計 ５６億７４８万円 ６０億４８１９万円 △４億４０７１万円
合　　　計 ３９１億２４８１万円 ３８５億１８６万円 ６億２２９５万円

令和２

認　定

　今定例会では、開会日に市長から条例改正３件、令和３年度各会計補正予算２件、令和２年度各
会計決算８件、専決処分した事件の承認について１件、合わせて14件が、また追加議案として、閉
会日に人事案件１件が提出されました。
　議会からは、国への意見書として委員会提出議案４件及び議員提出議案１件
を提出しました。 議案一覧・

表決の結果は
７ページ～
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予算決算委員会から３つの意見

令和２年度
決 算 審 査 ～委員会での主な質疑～ 11人の委員が質疑しました

年度決算

認　定

【一般会計】
　〇コロナ対策に関する総括について
　〇コロナ禍による事業全般への影響について
　〇決算の評価について
　〇令和２年度の基金運用状況について
　〇財政調整基金について
　〇今後の財政見通しについて
　〇地方交付税について

【国民健康保険事業会計】
　〇県単位化後３年目の決算について
【水道事業会計】
　〇長期前受金戻入について
　〇老朽管改良工事について
【公共下水道事業会計】
　〇経営状況について
【病院事業会計】
　〇患者数の推移について

①�審査の過程において指摘のあった事項及び意見を真摯に受け止め、次年度の予算編成とその
執行に取り組まれたい。
　�また、第２次総合計画後期基本計画の策定に当たっては、行政評価の成果や課題を精査、検証
するとともに、ニューノーマル※1の構築やＳＤＧｓ※2の浸透、ＤＸ※3の進展など、大きな社会
変化を十分に反映されたい。

②�今後ますます財政状況が厳しくなる中、将来見込まれる大規模事業に備
え、長期財政見通しについては慎重に見直しを行い、財政運営の基本で
ある「歳入に見合った歳出」の実現に向け、的確な事業の選択と集中を行
うとともに、第３次行財政改革大綱前期実施計画の着実な推進と基金の
有効活用を図り、財政調整基金の維持と財政的な体力の確保に努められ
たい。

③�長期化が見込まれる新型コロナウイルス感染症拡大防止対策と新たに
策定する第２次総合計画後期基本計画を推進するに当たり、来年度予定
されている機構改革において、市民にわかりやすく、行政効果が向上す
る組織再編に取り組むとともに、業務量に見合った最適な人員配置に努
められたい。

※１　ニューノーマル＝新しい生活様式
※２　ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）＝持続可能な開発目標
※３　ＤＸ（Digital Transformation）＝デジタル技術を用いることで、生活やビジネスが変容していくこと
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否決
賛成者少数議案第67号　�亀山市立図書館条例の全部改正に

ついて

新しい図書館を整備するための改正

　亀山市立図書館整備基本構想を踏まえて、亀山市立図書館整備推進委員会や図書館市民ワーク
ショップなどでの検討を重ねて、平成30年５月に「亀山市立図書館整備基本計画」を策定し、ＪＲ
亀山駅周辺整備事業と緊密な連携の下、令和５年開館に向けた新しい図書館の整備に伴い、本条
例を全部改正するものです。

【本会議での主な質疑】

【本会議での反対討論】

〇なぜ一部改正ではなく全部改正なのか

〇教育委員会規則と教育委員会の権限について

〇施行期日について　

〇図書館の管理・運営に関することについて

〇駐車場の利用に関することについて

〇館長・司書配置の考え方について

教育民生委員会の審査の様子

新図書館イメージ図

【委員会の反対討論】

〇�新図書館駐車場の使用料について、新聞
報道で民間借上げの駐車場は無料であ
ることが明らかになるなど、審議に大き
な影響を与える内容が本会議において
十分な議論がされていない。

〇�地下駐車場の使用料を徴収することで、
多機能型図書館が利用抑制される。

【本会議の反対討論】
〇�図書館利用者には地下駐車場を利用時間
に関わらず無料にすべきである。

〇�管理運営の部分など、条例の施行に関し
必要な事項は、教育委員会規則で定める
ため、現在協議中として明確な答弁が得
られなかったが、二元代表制の下、条例を
審議するためには、ある程度の運用の方
向も確認した上で慎重に可否を判断しな
ければならない。
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議案第70号　�令和３年度亀山市一般会計補正予算
（第５号）について 可決

賛成者多数

新図書館の展示製作業務委託料（債務負担行為）を含む補正予算

　新型コロナウイルス感染症対策の総合対策パッケージとして住居確保給付金やワクチン接種
の円滑な実施と体制の充実のための経費、新図書館開館整備に係る図書館展示製作業務委託料
（債務負担行為）、個人番号カード交付促進に係る経費、小中学校における生理用品の配置に係る
経費などを予算補正するものです。

【本会議での主な質疑】
〇第２表　債務負担行為補正　追加　図書館展示製作業務委託料3900万円について
〇生活保護業務へのＲＰＡの導入の目的とその効果について

亀山文化情報プラザイメージ図

【本会議での反対討論】

委員会での審査

〇�債務負担行為補正の図書館展示製作業務委託
料に関して、3900万円の内訳や内容について
十分な説明がなかったため審議できない。

〇�小学校における生理用品の配置について、中
学校と同様、子どもたちが抵抗感なく安心し
て利用できるよう、配置方法の変更を求める。

〇委員会での審査では可否同数となり、委員会条例の規定により委員長の裁決の結果、可決としました。
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請願の結果

件　名 請願者 紹介議員 結果
請　願
第１号

義務教育費国庫負担制度の充実を求
める請願書

亀山市本町１丁目９－９
亀山市ＰＴＡ連合会　会長
下重　智子　他２名

草川　卓也
福沢　美由紀
岡本　公秀
伊藤　彦太郎
前田　耕一
前田　稔

全会一致
採択

請　願
第２号

教職員定数改善計画の策定・実施と教
育予算拡充を求める請願書

請　願
第３号 防災対策の充実を求める請願書

請　願
第４号

子どもの貧困対策の推進と就学・修学
支援に関わる制度の拡充を求める請
願書



①�義務教育費国庫負担制度の充実を求める
意見書

　�　義務教育の根幹である「無償制」、「教育
の機会均等」を保障し、「教育水準の維持向
上」を図るため、国の責務として必要な財
源が確保されるよう、義務教育費国庫負担
制度の更なる充実を図ること。

③防災対策の充実を求める意見書
　�　子どもたちの安心・安全を確保するため、
巨大地震等の災害を想定した防災対策の充
実を図ること。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

１．�令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針
２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保す
るとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、
他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２．�固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却
資産を含め、断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策
として講じた措置は、本来国庫補助金などにより国の責任において対応すべきものである。よっ
て、現行の特例措置は今回限りとし、期限の到来をもって確実に終了すること。

３．�令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準額を令和２年度
と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４．�令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長
について、更なる延長は断じて行わないこと。

５．�炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税
源配分すること。

②�教職員定数改善計画の策定・実施と教育
予算拡充を求める意見書

　�　子どもたちの「豊かな学び」の保障に向け、
教職員定数改善計画の策定・実施と教育予
算の拡充を行うこと。

④�子どもの貧困対策の推進と就学・修学支
援に関わる制度の拡充を求める意見書

　�　全ての子どもたちの学ぶ機会を保障する
ため、子どもの貧困対策の推進と就学・修
学支援に関わる制度を拡充すること。

可決全会一致で

【教育民生委員会提出議案（４件）】

意見書の提出について（5件）委員会提出議案及び議員提出議案

【議員提出議案（１件）】

可決全会一致で

※国等の関係機関に意見書を送付しました。

※国等の関係機関に意見書を送付しました。
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９月定例会に提案された議案 と 議決結果

議案の詳細は、ホームページに掲載していますのでご覧ください。賛否が分かれた議案の表決　　　は、8ページをご覧ください。

議案
番号 件名と主な内容 議決結果

67

亀山市立図書館条例の全部改正について
　亀山市立図書館整備基本構想を踏まえて、亀山市立図書館整備推進委員会や図書館市民
ワークショップなどでの検討を重ねて、平成30年５月に「亀山市立図書館整備基本計画」を
策定し、ＪＲ亀山駅周辺整備事業と緊密な連携の下、令和５年開館に向けた新しい図書館の
整備に伴い、本条例を全部改正する。

否決 賛7：反10

68

亀山市道路の構造の技術的基準等を定める条例の一部改正について
　道路構造令の一部が改正され、歩行者利便増進道路に関する規定が新たに設けられると
ともに、交通事故の防止を図るため必要がある場合に道路に設ける施設として自動運行補
助施設が加えられ、市道の構造の技術的基準は、道路法の規定により、政令で定める基準を
参酌して条例で定めるとされていることから、所要の改正を行う。

可決 全員賛成

69
亀山市営住宅条例の一部改正について
　亀山市民間活用市営住宅事業により、新たに借り上げる賃貸共同住宅８戸について、市営住宅
として設置及び管理を行うこととするため、所要の改正を行う。

可決 全員賛成

70 令和３年度亀山市一般会計補正予算（第５号）について 可決 賛9：反8

71 令和３年度亀山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について 可決 全員賛成

72 令和２年度亀山市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛14：反3

73 令和２年度亀山市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛14：反3

74 令和２年度亀山市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛14：反3

75 令和２年度亀山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 全員賛成

76 令和２年度亀山市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
可決
及び
認定

全員賛成

77 令和２年度亀山市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
可決
及び
認定

全員賛成

78 令和２年度亀山市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
可決
及び
認定

全員賛成

79 令和２年度亀山市病院事業会計決算の認定について 認定 全員賛成
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※　委員会＝委員会提出議案　議員＝議員提出議案

賛否の分かれた議案の表決結果

※賛は賛成　反は反対　なお、中﨑孝彦議長は採決に加わっていません

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

草
川
　
卓
也

中
島
　
雅
代

森
　
　
英
之

今
岡
　
翔
平

新
　
　
秀
隆

尾
崎
　
邦
洋

中
﨑
　
孝
彦

豊
田
　
恵
理

福
沢
美
由
紀

森
　
美
和
子

鈴
木
　
達
夫

岡
本
　
公
秀

伊
藤
彦
太
郎

前
田
　
耕
一

前
田
　
　
稔

服
部
　
孝
規

小
坂
　
直
親

櫻
井
　
清
蔵

議案第67号 亀山市立図書館条例の全部改正につ
いて 賛 反 賛 反 賛 反 ― 賛 反 賛 賛 反 反 賛 反 反 反 反

議案第70号 令和３年度亀山市一般会計補正予算
（第５号）について 賛 賛 賛 反 賛 反 ― 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 反 反 反 反

議案第72号 令和２年度亀山市一般会計歳入歳出決算の認定について 賛 賛 賛 賛 賛 賛 ― 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 反

議案第73号
令和２年度亀山市国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

賛 賛 賛 賛 賛 賛 ― 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 反

議案第74号
令和２年度亀山市後期高齢者医療事
業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

賛 賛 賛 賛 賛 賛 ― 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 反

議員名

議案名

議案
番号 件名と主な内容 議決結果

80

専決処分した事件の承認について
　令和３年９月12日に三重県知事選挙が執行されることとなったことから、歳入県支出金
の知事選挙費委託金及び歳出総務費の県知事選挙費について、令和３年度亀山市一般会計
補正予算（第４号）を、令和３年８月13日付けで専決処分したため、議会に報告し、承認を求
める。

承認 全員賛成

81

人権擁護委員の候補者の推薦同意について
　人権擁護委員の草川美幸氏は令和３年12月31日をもって任期満了となることから、引き
続き、同委員として推薦することについて、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会
の同意を求める。

同意 全員賛成

委員会
5 義務教育費国庫負担制度の充実を求める意見書の提出について 可決 全員賛成

委員会
6 教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書の提出について 可決 全員賛成

委員会
7 防災対策の充実を求める意見書の提出について 可決 全員賛成

委員会
8
子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書の提出につ
いて 可決 全員賛成

議員1 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について 可決 全員賛成

8 かめやま市議会だより－83



Q �　照明や柵などの従来からの交通安全施設に
加え、新しく創設された自動運行補助施設に
ついて尋ねる。
A �　自動運行補助施設は、国が自動運転の実用
化を目的とし、磁気マーカーや電磁誘導線な
ど道路の路面下に設置した自動運転車等の運
行を補助する施設のことである。

Q �　自動運行補助施設の設置費用について尋ね
る。
A �　平成29年度から自動運転サービスの実証実
験が開始されているが、本格運用は行われて
いないため、現時点においては明確に把握で
きていない。

【その他の質疑】
・�議案第72号　令和２年度亀山市一般会計歳入
歳出決算の認定について
・�議案第72号　令和２年度亀山市一
般会計歳入歳出決算の認定につい
て、及び報告第７号　決算に関す
る附属書類の提出について

議案質疑
議
案
質
疑

一
般
質
問

議
案
質
疑

？議案質疑とは

？一般質問とは

　議案の内容や提案理由等について、疑問点や
不明点を聞くことです。

　行政全般にわたり、市の考え方
や疑問点を聞くことです。単に疑
問をはらし、事実関係を明らかに
するだけではなく、政策の見直し
や提言を行います。

さて、ここからは、各議員の質疑や質問内容に
ついて掲載をします。取り上げた内容は議員の質疑、
質問のごく一部の概要です。詳細については、亀山
市議会ホームページでの映像配信や会議録から検索
いただけます。また、各議員の質疑、質問の映像配
信はQRコードからもご覧いただけます。

それでは、亀山市議会の議場の扉を開いて
みましょう。

岡本　公秀＜新和会＞
議案第68号　亀山市道路
の構造の技術的基準等を
定める条例の一部改正に
ついて
１　歩行者利便増進道路について
２　自動運行補助施設について
３　�自動運行補助施設を設置する道路の建
設費について

Q �　歩行者利便増進道路とはどのような構造の
道路であるのか尋ねる。
A �　道路法等の改正により、にぎわいを目的と
して、道路空間の中に歩行者が積極的に利用
できる空間を位置づける新しい制度が創設さ
れた。歩行者利便増進道路は、歩行者中心の
道路空間を構築するための道路で、車道部分
を減らし、歩道を広げ、歩行者が滞留できる
空間やにぎわいのための空間を構築すること
が可能となるものである。
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り組むことは、地域包括ケアシステムの充実
につながるとともに、地域医療の中核を担う
公立病院としての責務であると考えている。

Q �　訪問看護ステーションの事業収益は約1000万
円の赤字となっているが、その理由を尋ねる。
A �　終末期を自宅で過ごす利用者が重症化した
ため、訪問回数が増加し、事業収益は増加し
ているが、訪問看護師を１名増員したことに
より給与費が増加していることから赤字と
なっている。

Q �　コロナ禍において、今後も非常に厳しい経
営状況が続くと考えられるが令和２年度同様
の対応が可能であるのか。
A �　患者数が戻りつつあり、入院収益及び外来
収益は改善の傾向にあるが、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大状況を注視しながら、引き
続き、亀山医師会や関係医療機関、鈴鹿保健
所等と連携を密にし、経済性と公共性の両面
を見据えながら、公立病院として良好な医療
が提供できるよう、医師の確保や病床稼働率
の向上に努め、柔軟かつ機動的な病院経営に
全力で取り組んでいく。

【その他の質疑】
・�議案第72号　令和２年度亀山市一般
会計歳入歳出決算の認定について
・�議案第70号　令和３年度亀山市一般
会計補正予算（第５号）について

であることから、借り入れについては慎重に
取り扱っていく。

Q �　今回の決算の中で、市債等の借金は亀山市
の身の丈にあったものなのか。
A �　市債については、臨時財政対策債や図書館
整備事業債により、前年度より26.4％増加し
ている。公債費については、毎年22億円以内
の金額で推移するよう取り組んでおり、適正
な額であると考えている。

Q �　令和２年度の基金の活用の特徴について尋
ねる。
A �　亀山市基金条例の改正及び亀山市基金活用
指針の改定により、市民まちづくり基金及び
関宿にぎわいづくり基金について、ソフト事
業への活用に加えて、ハード事業への活用が
できるようになったことが特徴である。

Q �　決算と長期財政見通しにおける整合と財政
調整基金の考え方について尋ねる。
A �　令和２年度は新型コロナウイルス感染症対
策として、約59億円について事業展開してお
り、長期財政見通しとは大きく乖離した。今
後、基金を有効活用するため、全ての基金を
見直したうえで、長期財政見通しを見直して
いく。

【その他の質疑】
・�議案第67号　亀山市立図書館条例
の全部改正について

福沢　美由紀＜日本共産党＞

森　英之＜結＞

議案第72号　令和２年度
亀山市一般会計歳入歳出
決算の認定について
１�　実質単年度収支の赤字
について
２　市債の増加について
３　基金について
４　長期財政見通しについて
５　社会福祉の向上について
６　会計年度任用職員制度について

Q �　実質収支や単年度収支は黒字であるにも関
わらず、実質単年度収支が赤字になった要因
について尋ねる。
A �　令和元年度決算の単年度収支が大きな赤字
であったうえ、令和２年度の実質単年度収支
が約10億円であったことから、実質収支が臨
時財政対策債の増加などにより黒字になった
にも関わらず、完全に令和２年度の決算では
拭いきれなかった。

Q �　令和２年度の決算から、今後の財政運営の
方向性はどのように考えるのか。
A �　市税収入の確保のため、企業誘致に取り組
んでいる。また、今後も臨時財政対策債は増
加するものと考えているが、あくまで地方債

議案第79号　令和２年度
亀山市病院事業会計決算
の認定について
１�　令和２年度決算内容の
特徴について

Q �　令和２年度の決算内容の特徴について尋ね
る。
A �　新型コロナウイルス感染症の蔓延による受
診控えなどにより、患者が減少したため、入
院収益及び外来収益が減少する一方で、亀山
地域外来検査センターの運営や宿泊療養施設
への看護師派遣など、新型コロナウイルス感
染症に係る国・県等からの補助金や訪問看護
ステーション事業収益により、令和２年度の
純損益はゼロとなった。

Q �　一般会計からの補助金はどれくらい抑制で
きたのか。
A �　一般会計からの法定外繰入金については、
当初予算額で9030万6000円であったが、
国・県等からの補助金により3507万7500円
となり縮減することができた。

Q �　訪問看護ステーション事業は医療センター
の中でどのような位置づけであるのか。
A �　関係機関と連携し、訪問看護に積極的に取

議
案
質
疑
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評価の視点であり、本質的成果にもつながる
ものと考えている。

Q �　第３次行財政改革大綱の初年度である令和
２年度決算における成果について検証はなさ
れたのか。
A �　行財政改革を推進するにあたっては、庁内
の組織である行財政改革推進本部会議におい
て、所掌事務に当たっていない現時点では検
証ではなく庁内の情報共有を進めることにな
る。その中で進捗に問題がある場合には、問
題解決のための会議を進めるが、令和２年度
は開催していない。また、外部の委員で構成
される行政改革推進委員会においては、次回
会議において内容や進捗について意見をいた
だく予定である。

Q �　情報共有した部分について、議会へ令和２
年度の行財政改革の実績を報告する予定はあ
るのか。また、行政改革推進委員会へ報告し
ているのか尋ねる。
A �　第３次行財政改革大綱については、年度ご
とに報告が必要であると判断したことから、
実績について予算決算委員会へ資料を提出す
る。また、行政改革推進委員会は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、会議を開催
できなかったため、実績を取りまとめて各委
員へ送付し、内容を確認いただいている。令
和３年度は会議を開催する予定で
あり、その際には実績報告につい
ても意見をいただく予定である。

実やマイナンバーカード専用窓口の新設、
交付予約システムの導入により交付促進に
努めた。また、毎月第２・第４日曜日の午後
に行っている交付体制に加え、毎週木曜日に
午後８時まで交付時間を延長するほか、市内
ショッピングセンターにおいて申請キャン
ペーンを行った。

Q �　これまでの取り組みによる波及効果として
は、どのようなものがあるのか。
A �　マイナンバーカードを利用して、印鑑登録
証明書や住民票等の証明書を交付するコンビ
ニ交付サービス事業の利用者が増加したた
め、市の窓口での各種証明書交付に係る待ち
時間の短縮や混雑の緩和により市民サービス
の向上につながった。

Q �　令和２年度で何が課題となったのか尋ねる。
A �　現在、本市の交付率は27.97％であり、第
３次行財政改革大綱前期実施計画における令
和４年度末の交付率の目標指数である80％に
対して、交付率が低い状況であることから、
申請支援の強化を行うとともに、国の補助金
を活用してクオカードの配布など
宣伝集客にも取り組み、さらなる
交付率向上に努める。

新　秀隆＜公明党＞

鈴木　達夫＜大樹＞

議案第72号　令和２年度
亀山市一般会計歳入歳出
決算の認定について
１　�令和２年度の決算の評価

について
（１）総括について
（２）市税収入について
（３）予算との比較について
（４）決算から見えてきた課題について
２　コロナ禍による決算への影響について
（１）�新型コロナウイルス感染症対策として実

施した亀山市独自支援策の実績について
（２）�感染拡大防止のためイベント等を中止し

たことによる影響について
３　�第２款　総務費、第３項　戸籍住民基
本台帳費、第１目　戸籍住民基本台帳
費、個人番号カード交付事業の内容と
成果について

Q �　個人番号カード交付事業の交付促進の取り
組み状況について尋ねる。
A �　行政専門員３名増員による職員体制の充

議案第72号　令和２年度
亀山市一般会計歳入歳出
決算の認定について
１　�令和２年度決算に見る
「新型コロナウイルス感染症対策」の
影響について

（１）�各種財政指標にどのような影響があった
のか

（２）�コロナの影響で事業や予算の執行が
滞った主要施策について

２　�「第３次行財政改革大綱」の初年度と
して、令和２年度決算における成果に
ついて

（１）�経常経費について、どのような抑制を
図ったのか

（２）成果についての検証はなされたのか
Q �　新型コロナウイルス感染症の影響により、
地域のコミュニケーションなどが制約された
と考えるが、主要事業成果報告書において、
地域まちづくり活動やまちづくり観光の事業
について、「まずまず進んでいる」という評
価は、本質的な成果の評価となっていないの
ではないか。
A �　基本施策の総合評価については、新型コロ
ナウイルス感染症など想定外の外部環境の変
化があった場合、それらにどのように対応
し、取り組みを進めたかということが重要な
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設計にも一部問題があったと認識している。ま
た、土木費については、亀山駅周辺整備事業に
伴う事業費の未執行額が要因である。

Q �　不用額を少なくする方策について考えはな
いのか。
A �　不用額については、他のさまざまな使い道
も考えられるため、事業についてその都度見
極め、不用になった段階で補正予算に計上
し、減額していくことで、不用額が発生しな
いように努めている。

Q �　補正予算で減額して予備費に計上するので
はなく、当初予算を査定した中で計上できな
かった事業がある場合は、その事業に充てる
ため、補正予算の際に計上していく手法はと
れないのか。
A �　これまでも補正予算で減額した分について
は、緊急等により必要な場合は、その対策を
講じており、今後も同様に検討していく。

【その他の質疑】
・�議案第70号　令和３年度亀山市一
般会計補正予算（第５号）につい
て

櫻井　清蔵＜勇政＞

前田　稔＜スクラム＞

議案第72号　令和２年度
亀山市一般会計歳入歳出
決算の認定について
１　�令和２年度決算では、当初予算から特別定

額給付金をはじめとするコロナ対策58億
8167万５千円や駅前再開発5450万円等
の補正があり、歳出の決算額は約266億
円となった。そのような中、単年度収支は
２億4317万円の黒字、実質単年度収支は
赤字額が前年度の10億3990万円から５億
1175万円に減少となったが、要因を知り
たい

２　不用額について
３　不納欠損処分について

Q �　予算の執行率をみると、商工費は83.9%、
土木費は72.3%となっているが、その要因を
どのように分析しているのか。
A �　商工費については、新型コロナウイルス感染
症対策として行った亀山版／持続化給付金「け
いぞく」の執行率が低く、これについては制度

議案第72号　令和２年度
亀山市一般会計歳入歳出
決算の認定について
１　令和２年度決算の内容について
（１）総括について
（２）市税収入について
（３）市債について
（４）地方交付税について
（５）義務的経費について
（６）投資的経費について
（７）全体の予算執行状況について
（８）長期財政見通しについて
２　�新型コロナウイルス感染症による決算への

影響について

Q �　令和２年度決算の総括についてどのように
考えているのか。
A �　各財政指標が前年度に比べ好転傾向にある
ことから、事業の伸展とおおむね財政の健全
性が両立できた。今後もこの結果に一喜一憂

することなく、中長期を見据えた展望の中
で、亀山市行財政改革大綱の実践など、持続
可能な行財政運営の確立に向けた取り組みを
徹底していく。

Q �　市債が増加した要因と残高について尋ね
る。
A �　野村布気線整備事業が終了したことによる
減がある一方で、臨時財政対策債や図書館整
備事業の借り入れの増加により市債が増え
た。また、市債残高は毎年減少していたが、
12年ぶりに前年度に比べて増加する状況と
なった。

Q �　義務的経費の中で人件費が増加している
が、その要因について尋ねる。
A �　令和２年度は制度改正により、従来の臨時
職員及び非常勤職員が会計年度任用職員と
なったことから、それに伴って物件費と扶助
費に分類されていた賃金が、人件
費である報酬へ移行したことによ
り増加している。

議
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Q �　この条例の施行に必要なことは教育委員会規
則で定めるとなっているが、管理運営や職員体
制等についてどのように考えているのか。
A �　管理運営や組織体制、職員配置について
は、関係部局と協議しているため決定してい
ない。

Q �　管理運営の責任はどこにあり、誰が任命権
者となるのか。
A �　図書館は教育財産の施設であるため、管理
運営については教育委員会が行う。図書館は
行政が責任をもって運営していくため、企画
立案や制度設計等の業務は直営で行うが、そ
れ以外の図書館サービスの向上に係るイベン
ト開催などの作業を主体とした図書館運営業
務の委託について検討している。また、教育
委員会が職員の任命権者となる。

Q �　条例を施行するのは、令和５年に開館する
時になると考えるが、図書館協議会委員の任
命は何を根拠に任命するのか。
A �　図書館協議会委員の任命行為についての準
備期間は、条例の施行がなくても進めること
ができると解釈しているため、開館に合わせ
て任命の手続きを進めていく。

【その他の質疑】
・�議案第68号　亀山市道路の構造の
技術的基準等を定める条例の一部
改正について

院として良質な医療の提供を継続するため、国
の方向性に沿った病院運営を行っていく。ま
た、亀山医師会や他の医療機関との連携、設備
更新など公共性と経済性を考慮した病院経営に
取り組むことで経営改善を図ることができると
認識している。

Q �　今回の決算は、病院事業管理者と特別顧問を
設置した初めての決算であったが、その効果に
ついて尋ねる。
A �　病院事業管理者は、病院事業の遂行に係る権
限と責任が直接付与されており、病院事業の運
営に大きな意義があるものである。また、特別
顧問は、医療センターの慢性的な医師不足を解
消し、医師の充足を目指すため、医師確保に特
化した職として新たに設置したものであり、病
院経営のみならず、福祉行政にも精通し、経験
と人脈を生かして医師確保に努める予定であっ
たが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症
の感染拡大の影響による医療現場の多忙化と医
療従事者への負担が増加したことなどから、新
たな医師確保につながるような効果をあげるこ
とはできなかった。

【その他の質疑】
・�議案第67号　亀山市立図書館条例
の全部改正について

小坂　直親＜結＞

議案第67号　亀山市立図
書館条例の全部改正につ
いて
１　�図書館の管理・運営に
関することについて（第３条、第６
条、第７条、第８条）

２　�教育委員会規則と教育委員会の権限に
ついて

３　施行期日について
Q �　条例改正の手法として、一部改正ではな
く、全部改正とした理由を尋ねる。
A �　現図書館で培ってきた図書館の管理運営を
継承しつつ、多機能型図書館として亀山駅前
に移転整備することから全部改正の方式とし
た。

Q �　令和５年に開館する新図書館については、
管理運営方法などについて、これから協議、
調整する中で、なぜ９月定例会での提案とし
たのか。
A �　令和５年に開館する新図書館の管理運営の
基本となる条例整備を行うことが重要であ
り、本議案が可決されたら、管理運営業務や
図書館移転作業業務など12月議会に債務負担
行為の予算補正を行い、新図書館の整備を着
実に進めるため、今議会に提案した。

伊藤　彦太郎＜勇政＞
議案第79号　令和２年度
亀山市病院事業会計決算の
認定について
１　�コロナ禍が及ぼす病院経

営への影響について
２　�病院事業管理者及び顧問を設置したこと

による効果について
Q �　新型コロナウイルス感染症の拡大が病院経営
にどのような影響を及ぼしたのか。
A �　受診控え等による患者数の減少に伴い、入院
及び外来収益が減少する中で、新たにオンライ
ン診療の導入や亀山地域外来検査センターの運
営、宿泊療養施設への看護師派遣など委託料や
国・県の新型コロナウイルス感染症対策に係る
補助金により、一定の収入を確保した。その結
果、法定外繰入金である一般会計補助金の交付
額を減少することができ、純損失を計上しない
決算となった。

Q �　新型コロナウイルス感染症の終息が見通せな
い状況の中、長年の課題である経営状況の改善
はどのように考えているのか。
A �　新型コロナウイルス感染症対策に係る補助金
は一時的な措置であるため、打ち切り後の財政
状況を懸念しているが、地域医療を担う公立病
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草川　卓也＜結＞

新型コロナウイルス感染症
対策について
１　感染拡大の影響について
（１）�三重とこわか国体・三重と

こわか大会について
（２）�２学期当初の教育活動とオンライン教育について
（３）子育て支援の課題について
（４）�感染症の影響を受けている方への支援について
２　感染拡大防止対策について
（１）�ＰＣＲ簡易検査キット配布と検査体制について
（２）ワクチン接種について
３　�陽性患者、濃厚接触者等への対応について
（１）自宅療養者への対応について
（２）市立医療センターの対応について
（３）複合災害への備えについて
Q �　市で自宅療養者支援チームなどを結成し、保健所
と情報共有しながら、自宅療養者に対する生活支援
や医療支援を実施する考えはないのか。
A �　自宅療養者への医療支援については、各医療機関や
保健所での対応となるが、生活支援については、市民
ニーズを踏まえたうえで、他市の事例も参考にしなが
ら、関係機関及び団体とともに検討していく。

Q �　亀山市立医療センターで行う抗体カクテル療法の
概要や期待する効果、実施するに当たっての課題に
ついて尋ねる。
A �　抗体カクテル療法は、新型コロナウイルス感染症
の軽症患者に対して、発症後早期に中和抗体薬を点
滴して投与することで、新型コロナウイルス感染症
の重症化の予防に効果がある。実施に向けては、医
療スタッフの体制整備、医療機器や電子カルテ等の
ハード面の整備、患者受け入れ時の対応や動線の確
保、帰宅後の患者対応に係る医療体制、状況によっ
ては、現在の診療行為の制限や一部見直しの検討も
必要であると考えている。

Q �　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中で、
亀山市立医療センターはどのような役割を果たし、
市民の命をどのように守っていくのか尋ねる。
A �　救急患者の受け入れと地域包括ケア病床による在
宅復帰を目指す医療の両立をともに、新型コロナウ
イルス感染症に対応するための医療体制を継続して
展開するため、職員が一丸となって、地域医療に貢
献していきたい。

Q �　大規模災害が発生した場合、自宅療養している方
や自宅待機している濃厚接触者の避難はどのように
行われるのか。
A �　自宅療養者については、体調が急変するなど医療
ケアが必要であり、保健所での対応となるが、市の
役割や責任もあることから、避難場所や移送方法、
避難中の医療ケアについて、保健所と連携し、適切
な対応をとっていく。また、自宅待機
している濃厚接触者で陰性の方につい
ても、保健所と連携し、市の施設を活
用した臨時的な避難所へ案内するなど
必要に応じて対応していく。

市民の健康と命を守る
地域医療と緊急時の対応を

伊藤　彦太郎＜勇政＞

新型コロナウイルス感染
症対策について
１　�ＰＣＲ簡易検査キット
の配布について

２　�新型コロナウイルス感染症対策の情報
発信について

Q �　今回配布するＰＣＲ簡易検査キットによる
検査は、保健所が行う検査と同じ効力をもつ
のか。
A �　今回使用する簡易検査キットで陽性と判定
された場合は、再度保健所での検査は不要と
なる。

Q �　検査結果を市へ報告する義務はあるのか。
A �　本人から市へ報告いただくよう申込受付時
に案内するとともに、報告がない場合は市か
ら問い合わせを行う。

Q �　三重県もＰＣＲ簡易検査キットを配布する

ため、重複することが懸念されるが、どのよ
うに調整するのか。
A �　現段階では、三重県から具体的な内容は示
されていない。今後、実施内容を注視し、市
の事業と重複がないよう調整していく。

Q �　三重県からの新型コロナウイルス感染に関
する情報について、症状や重症者数、自宅療
養者数、死亡者数など亀山市の実態を把握し
ているのか。
A �　自宅療養者数や症状などの実態把握、症状
の経過など市町村別の具体的な情報は提供さ
れていないため、市では把握できない状況で
ある。

Q �　同じ鈴鹿保健所管内である鈴鹿市ともっと
連携して、分かりやすい情報発信に取り組む
必要があるのではないか。
A �　三重県との情報共有については、協議を重
ねているが、情報伝達及び共有に関しては限
界がきているのが現状である。可能な限り連
携を取る中で、適切な情報提供について、鈴
鹿市の対応や保健所の考え方を見届けながら
対応していきたい。

【その他の質問】
・新図書館の整備について
・通学路の安全対策について

市民の安全・安心のために
わかりやすい情報発信を

一般質問
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森　美和子＜公明党＞

母子保健サービスについて
１　�流産や死産を経験した女性へ
の心理社会的支援等について

介護の課題について
１　�ヤングケアラーやダブルケアなどの課題への対
応について

Q �　死産の届け出をしたにもかかわらず、子育て支援のお
知らせが届いて傷ついたなど、様々なことが問題提起さ
れている中で、流産や死産の届け出をした女性に対して
市はどのように対応しているのか尋ねる。
A �　流産や死産を経験した女性に対しては、精神的な負荷
がかからないように努めており、母子保健事業に関する
案内は、出生後の子どもの住民基本台帳を基に対象者名
簿を作成している。産婦健康診査や産後ケア事業につい
ては、流産や死産を経験した女性も対象としている。ま
た、死産後の手続きについては、市民課窓口にて死産届
を受理した際に火葬許可手続き等について丁寧に説明し
ている。

Q �　市は、母子保健サービスの案内の小冊子を配布してい
るが、この中に流産や死産した場合の案内について追記
できないのか。

A �　市では、妊娠期から切れ目のない支援として、母子手
帳交付時に必ず保健師か助産師が面談し、妊娠中から産
後までの情報提供及び健康相談を行っている。来年度か
ら母子保健サービスの案内に流産や死産を経験した女性
も産婦健康診査や産後ケア事業が受けられる対象者であ
ることを明記し、周知していく。

Q �　ヤングケアラーとダブルケアなどの課題について、市
の認識を尋ねる。
A �　どちらの課題も単独の相談支援機関では解決できない
複合的なものであり、制度のはざまに陥る社会的な大き
な問題と認識している。

Q �　少しでも早く支援に結びつけるための実態把握の方法
と支援体制について尋ねる。
A �　他機関と連携して包括的支援体制を構築しており、社
会福祉協議会にコミュニティソーシャルワーカーを配置
している。顕在化しにくい複合的な課題をあらゆる関係
機関から集約する環境を整え、実態把握に努めている。
また、相談支援包括化サポート会議を設置し、トータ
ルケアプランの作成など、継続的な支援体制をとってい
る。令和３年度からは、重層的支援体制の構築を進める
中で、全庁的に連携できる体制を整え、支援につながる
体制づくりに努める。

※�ヤングケアラー…本来、大人が担うべき家事、家族の介護、身の
回りの世話などを行っている18歳未満の子ども
※�ダブルケア…子育てと親の介護が同時期に重なる人

【その他の質問】
・新型コロナ対策について
・若年性認知症について

福沢　美由紀＜日本共産党＞

新型コロナウイルス感染症
への市の対応について
１　�現状の認識と市長からのア

ピールの必要性について
２　市民を守るために市ができることについて
（１）感染判明後の対応の流れについて
（２）�自宅療養者、濃厚接触者を守るためにできる

ことについて
（３）子どもを守るためにできることについて
（４）職員を守るためにできることについて
Q �　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う学
校の臨時休校における放課後児童クラブの開所対
応及び利用状況について尋ねる。
A �　今回の小学校の臨時休業に伴う対応としては、
放課後児童クラブには可能な範囲での開所時間
の拡大を依頼した。また、保護者に対しては、放
課後児童クラブが利用できない場合は学校で預か
ることを案内したうえで、感染拡大の状況を踏ま
えて、各家庭で放課後児童クラブの必要性につい
て、再度検討していただき、可能な限りの自粛を
依頼した。利用状況は、全体で40.7％、１箇所あ
たり14人程度で、約６割弱の方が利用の自粛に協

力いただいた。
Q �　放課後児童クラブは、利用を自粛していただい
た場合でも学校よりも密な状態であり、子どもた
ちの命を守るために、開所することを安直に依頼
すべきではなく、学校を含め、全庁的に考えるべ
きではないか。
A �　放課後児童クラブは学校より密な状況であり、
危険性は非常に高いと認識しているが、保護者の
就労を支え、社会活動を維持する観点から、完全
に閉所することは難しいと考えている。

Q �　新型コロナウイルスワクチン接種に従事する職
員の時間外勤務時間数について尋ねる。
A �　ワクチン接種に係る時間外勤務時間は年度当初
は一人当たり約150時間であり、８月は約96時間
となっている。

Q �　時間外勤務が増加している中で、このままでは
職員の健康は守れないうえ、新型コロナウイルス
感染症に感染するリスクも高まるが、どのように
改善するのか。
A �　新型コロナウイルス感染症対策支援プロジェク
トチームの支援のほか、各部から応援体制をとっ
ており、全庁を挙げて対応している。時間外勤務
については依然として多い状況であるので、適切
な人員配置を行っていく。

【その他の質問】
・�市立医療センターの非常勤看護師の
賃金について
・�障害者差別解消法の改正を受けて市
がなすべきことについて

市民に優しく寄り添う
きめ細やかな対応を求める

市民の命と生活を守るために
迅速で的確な対応を
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中島　雅代＜スクラム＞

市内小中学校におけるＩ
ＣＴ活用について
１　�令和２年３月から５月に

かけての臨時休業での課
題について

２　現在の状況について
（１）オンライン同時配信授業の状況について
（２）不登校児童及び生徒への対応について
（３）出欠確認及び健康観察について
３　今後の活用方法について
（１）�保護者へのお知らせのペーパーレス化

について
（２）�児童・生徒の心の不調の発見方法につ

いて
（３）�各学校に対するＩＣＴ支援体制について

Q �　保護者へのお知らせなどプリントを削減す
ることで、財政面や環境面への負荷を軽減で
きると考えるが検討しているのか。
A �　国の通知において、保護者への連絡手段に
ついてはデジタル化が示されている。現在、
一部のお知らせ等はメール配信しており、紙

媒体と併用しながらホームページで情報発信
している。今後、お知らせ等を電子化するこ
とで、資源の節約や保護者への迅速な情報伝
達が可能であることから、ペーパーレス化を
検討していく。

Q �　児童・生徒の心の不調の相談にタブレット
端末を活用する考えはないのか尋ねる。
A �　現在、児童・生徒の心の不調については、
マンパワーを中心に取り組んでいる状況であ
る中、文部科学省からタブレット端末を活用
した心身の状況の把握や教育相談に役立てる
よう通知が発出されている。市では、タブ
レット端末の活用を試行的に進めている段階
であり、一つずつできることから取り組んで
いく。今後、望まれるものであると認識して
いることから、タブレット端末を活用し、心
の不調の発見や相談につなげたいと考えてい
る。

Q �　ＩＣＴの活用については、市内全ての学校
で統一した体制が必要だと考えるがその見解
を問う。
A �　現在、ＩＣＴ支援員１人を配置し、各学校
を巡回しながら児童・生徒や教員のサポート
を行っているが、国のＧＩＧＡスクール構想
ではＩＣＴ支援員を４校に１人配置するよう
示されているため、今後も、教職員のスキル
アップのための研修や学校へのサ
ポートの充実に努めていく。

【その他の質問】
・ヤングケアラー支援について

森　英之＜結＞

新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策について
１　�庁舎窓口の利用状況の見

える化について
２　�新型コロナウイルスワクチン接種の今
後の進め方について

３　�三重とこわか国体、三重とこわか大会が中止
となったことに対する市長の思いについて

Q �　12歳から24歳の方のワクチン接種計画に大
きな変更があったが、その経緯について尋ね
る。
A �　12歳から24歳の接種対象者6000人分のワ
クチンが確保できていないため、接種券を発
送していなかったが、三重県が四日市市と津
市において大規模接種会場を設置することか
ら、そちらへ誘導させていただき、一人で
も多くの人が接種できるように計画を変更し
た。

Q �　今回の接種計画の変更について、市民への周
知はより丁寧に行うことが必要ではないのか。

A �　ワクチン接種の有効性は市広報等によりお
知らせしているが、より丁寧な対象者への周
知が必要であると認識している。ワクチンが
不足していることや三重県の大規模接種会場
でのワクチン接種が可能となったことなど、
これらの経緯については今後も丁寧に説明し
ていく。

Q �　12歳から15歳の方のワクチン接種の予約方
法が電話のみとなっているがその理由を尋ね
る。
A �　12歳から15歳の方の接種については、保護
者の同意が必要であり、保護者同伴で接種す
ることになるため、より丁寧な説明が必要で
あることやインターネット予約の場合、他の
年代の人が小児の予約枠に登録することが可
能であるため、その防止のために電話予約の
みの対応とした。

Q �　児童・生徒のワクチン接種について、学校
ではどのような対応をしているのか。
A �　ワクチン接種について、差別やいじめが起
こることがないよう配慮が必要であり、学校
行事の参加にワクチン接種の条件を付さない
ことや挙手等により接種状況調査を行わない
ことなどを学校長へ周知している。また、接
種後の副反応のことなど本人及び
保護者からの相談には丁寧に対応
するよう学校長へ周知する予定で
ある。

子どもたちの学びを守る
ＩＣＴの有効活用を

ワクチン接種は行政の
責任のもと丁寧な対応を

一
般
質
問
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小坂　直親＜結＞

第２次総合計画後期基本
計画の策定について
１　�前期基本計画の検証につ

いて
２　�後期基本計画策定に向けての課題につ
いて

３　長期財政見通しについて

Q �　第２次総合計画前期基本計画をどのように
評価、検証し、基本構想と整合を図ったうえ
で、第２次総合計画後期基本計画の中へどの
ように反映させるのか。
A �　第２次総合計画前期基本計画の検証につ
いては、329施策の進捗状況を５段階で評価
し、進捗率を算出している。課題はあるもの
の、基本構想の具現化に向けて一定程度進
んだ。この検証結果と市長マニフェストとの
整合を図るとともに、達成できなかった部分
に、ＳＤＧｓやスマート自治体への変革、
Society５.０など当初想定していなかった環
境の変化も加えて、第２次総合計画後期基本
計画で位置づけ、施策の拡大も含めて取り組

んでいく。
Q �　市民生活に直結する地方自治体を取り巻く
環境があまりにも大きく変わっているため、
ＳＤＧｓなどをどのように取り入れ、第２次
総合計画後期基本計画に反映させるのか。
A �　当初に想定していなかった様々な環境変化
の中で、ＳＤＧｓは、誰一人取り残さない持
続可能で多様性と包摂性のある社会の実現を
目指すものであるが、本市が平成22年に制
定した亀山市まちづくり基本条例には、持続
可能性のまちづくりの考え方を取り入れてお
り、総合計画についてはこの条例と整合を図
るように規定していることから、第２次総合
計画には持続可能なまちづくりの考え方を取
り入れている。

Q �　令和４年度以降の基本計画や実施計画が定
まっていない中、何を根拠に予算編成するの
か。
A �　遅くとも、12月頃に基本計画の素案をまと
め、実施計画を策定し、予算編成を行う予定
である。これまでと同様に、３月定例会に計
画策定関係議案と基本計画に基づく施策を推
進するための予算が提案できるよう、庁内で
連携を図り、策定業務を進めている。

 
【その他の質問】
・�リニア中央新幹線亀山駅誘致につ
いて

岡本　公秀＜新和会＞

子どもの食料不足とフー
ドバンクについて
１　�食料不足に直面してい
る家庭の実態について

２　�社会福祉協議会等のフードバンク機能
の強化について

Q �　食料不足に直面している子どもや家庭の実
態をどのように把握しているのか。
A �　亀山市社会福祉協議会に委託している生活
困窮者自立支援事業の相談からつながったも
ので、三重県社会福祉協議会が実施している
生活困窮者支援緊急食糧提供事業を活用し、
生活維持及び再建に向けた支援を推進してい
る。令和３年度は53世帯に食料を提供して
おり、今後については、このような顕在化し
にくい貧困問題に対しても、令和４年度から

実施予定の重層的支援体制の構築を進める中
で、市民が抱える福祉課題の解決につなげる
ために、全庁的に連携できる体制づくりを進
めていく。

Q �　亀山市がフードバンクを立ち上げること
や、社会福祉協議会にある現在の機能を強化
して、フードバンク的な機能を併せ持つこと
を検討していないのか。
A �　市独自でフードバンク的な機能を持つこと
は考えていない。現在、亀山市社会福祉協議
会では、生活困窮者支援緊急食糧提供事業の
ほかに、市民から寄付していただいた白米や
もち米を生活困窮世帯や支援団体に無償提供
している。また、三重県が実施している三重
県食品提供システムの活用により、企業等か
らの賞味期限が近づいた食料品や日用品の提
供を受けるなど、食料支援の輪が広がる中
で、今後も亀山市社会福祉協議会と連携を図
りながら、生活困窮世帯の生活維持及び自立
に向けた支援を推進していく。

【その他の質問】
・ヤングケアラーについて

市民にわかりやすい後期基本
計画の速やかな策定を求める

身近なところから
フードバンク的機能の推進を
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服部　孝規＜日本共産党＞

市内の盛土の緊急点検結
果について
１　�市内の盛土を緊急点検
した結果について

Q �　市内の盛土の緊急点検の結果と今後の取り
組みについて尋ねる。
A �　市への届出等により確認できた盛土につい
ては、市内18か所であり、いずれも土石流
や急傾斜地の崩壊、地滑りのおそれのある土
砂災害警戒区域には存在していないことを確
認している。今後は、国や県による総点検の
進捗を注視し、連携して調査に取り組んでい
く。

Q �　江ケ室一丁目地内で計画されている大規模
な埋立工事について、完成後に土砂が崩落し
た場合、椋川が埋まることで川がせき止めら
れることが想定され、上流である西町に浸水
被害が出ることが懸念されるが、危険性を認
識し、その対策は十分に行っているのか。

A �　土砂等の埋め立て等の技術基準により、埋
立等区域外への土砂の崩落、飛散、流出によ
る災害の防止上必要な措置が講じられている
か三重県が審査を行うと聞いている。

Q �　三重県への埋立てに係る許可申請において
は、市長に通知し、市の意見を聞くことが定
められている。市は地域住民の意見を最大限
に尊重し、意見を述べるべきだと考えるがど
のように考えているのか。
A �　地元自治会や地域住民の意見は非常に重要
であると考えているため、意見を尊重し、集
約したうえで意見書を提出する。

Q �　このような事業を行う場合、地域住民に丁
寧に説明し、地域住民が意見を述べ、最終的
に全員の合意が得られてから進めることが重
要であると考えるが、その見解を問う。
A �　三重県の条例に基づき、開発行為による災
害の未然防止や地域住民の生活環境の保全は
極めて重要であり、事業者は、地元住民への
丁寧な説明や合意形成に向けた努力などその
責務を果たす必要がある。また、市としても
開発行為に関わる様々な手続きなど三重県と
連携しながら対応していく。

【その他の質問】
・�ＪＲ亀山駅前にできる新図書館に
ついて

櫻井　清蔵＜勇政＞

道路照明灯の整備状況に
ついて
１　市道野村布気線について
２　市道辺法寺線について
ＪＲ亀山駅ホーム待合所について
１　�亀山駅周辺２ブロック地区第一種市街
地再開発事業に約80億円を投入しよ
うとしている中、十数年前に提案した
２、３番ホームに未だに待合所ができ
ていない理由について尋ねる

Q �　市道野村布気線の道路照明灯の数を確認したと
ころ、少ないために危険である。道路を新設する
場合、道路照明灯の整備を行う必要があるが、ど
のような認識を持っているのか。
A �　道路照明灯を設置する場合、夜間の交通車両が
多い交差点であるか、道路の幅員、線形、道路勾
配が急激に変化する場所であるかを検証したうえ
で、設置を検討している。市道野村布気線の歩道
は非常に暗いということは確認しているが現時点
で設置要望はなく、今後、要望があれば安全・安
心な道路施設の一つである道路照明灯や防犯灯の
必要性は認識している。防犯灯は、自治会等でも

設置及び管理していただいており、また、電気代
については、市としては応援しているが、そのよ
うなことも含めて検討していきたい。

Q �　亀山停車場石水渓線などの道路照明灯の少ない
県道への設置について、三重県へ要望していくべ
きではないのか。
A �　県道亀山停車場石水渓線については、夜間の歩
行者や通行者は限られているため、県としても設
置していないものと認識しており、多くの方から
要望があれば、市としても県への設置要望を推進
したい。

Q �　亀山駅の２、３番ホームに未だに待合所ができ
ていないがその理由を尋ねる。
A �　待合所の設置については、ＪＲ沿線の自治体で
組織する期成同盟会で要望活動を行うほか、市と
しても継続して要望している。乗り継ぎ時間など
利用環境の改善に努めていただいているが、待ち
時間が長い場合は、既存の駅舎や４番、５番線の
待合施設を活用いただいている。引き続き、ＪＲ
に対しては待合施設の設置も含め、利便性向上に
向けた要望を行っていく。

Q �　市において、待合所を設置できないのか。
A �　現在、市が独自に財源を負担して設置する考え
は持っていない。

【その他の質問】
・�新型コロナウイルスワクチン接種の
今後について

・通学路について
・スクールバスについて

地元住民の意見を最大限に尊重を

市民の安全を守るため
道路照明灯の設置を
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豊田　恵理

集中豪雨・局地的大雨に
よる突発的な災害対応に
ついて
１　�災害の現状とその対応に

ついて
２　アンダーパス等の被害対策について
３　今後の対策について
Q �　市内でアンダーパスが冠水する被害があっ
たが、排水用のポンプが設置されているにも
かかわらず、冠水した原因は何か。
A �　急激な降雨により、設置している排水用ポ
ンプの処理能力を超えたことが原因である。

Q �　車両が一台水没したが、冠水するまでに対
応ができなかったのか。
A �　雨天時は視界不良により、情報看板や注意
喚起看板が見えにくかったことや短時間に67
ミリの降雨量があったことなどからドライ

バーも冠水具合を見通せなかったのではない
かと考えている。

Q �　集中豪雨や局地的大雨による災害等に対し
て、少しでも早く的確な対策をするために、
気象防災アドバイザー等の専門家の知識を活
用する考えはないのか尋ねる。
A �　平時及び災害時に防災業務に従事する気象
防災アドバイザーにより、地域の気象状況の
見通しや防災対策の支援など、地域の実情に
合った支援は、非常に効果的であり、心強い
ものであると考えている。現時点では活用に
ついて結論には至っていないが、どのような
取組が良いのか、この制度を活用することも
含めて検討していきたい。

Q �　市では災害時に庁内での職員間の迅速な情
報伝達や情報共有はできているのか。
A �　庁内での迅速な情報連携は、亀山市参集シ
ステムの情報収集機能を活用し、市民や地域
から提供された情報についても適切に共有し
ている。また、市民への情報伝達は、かめや
ま・安心メールや市のホームペー
ジなどを通じてお知らせしてい
る。

専門的知見を活用した
災害対策と人材育成を

議会の主な動き

　７月
２日	 広聴広報委員会
６日	 広聴広報委員会
12日	 広聴広報委員会
13日	 亀山駅周辺整備事業特別委員会
20日	 全員協議会
	 産業建設委員会
28日	 産業建設委員会協議会
29日	 教育民生委員会協議会
30日	 総務委員会協議会

　８月
17日	 産業建設委員会協議会
	 総務委員会
19日	 教育民生委員会
20日	 議会運営委員会
25日	 議会改革推進会議検討部会
26日	 議会運営委員会
27日	 本会議　開会
	 予算決算委員会
	 全員協議会
	 議会改革推進会議

　９月
１日	 総務委員会
２日	 議会運営委員会
３日	 教育民生委員会
７日	 議案質疑
８日	 議案質疑
	 予算決算委員会
９日	 一般質問
10日	 一般質問
14日	 産業建設分科会
	 産業建設委員会
15日	 教育民生分科会
	 教育民生委員会
16日	 総務分科会
	 総務委員会
17日	 教育民生委員会
21日	 予算決算委員会
22日	 予算決算委員会
	 産業建設委員会
27日	 議会運営委員会
28日	 ９月定例会閉会
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現地確認の様子

各常任委員会が行った
所管事務調査の提言書を

　各委員会が昨年11月から本年９月までの間
に行った調査・研究の結果は、９月定例会の閉
会日に各委員長が報告を行い、議長に報告書
を提出しました。

　各委員会からの報告書は、議長が取りまとめ、
今後の市政に反映されるよう提言書として市長
に提出しました。

　総務委員会では、「消防力の強化」をテー
マに設定し、消防設備や資機材の充実、機動
力の強化、消防活動体制の整備など、災害対
応力の向上に向けた取組について、調査・研
究を行いました。

市長へ提出しました
９月28日
各委員長から議長へ報告書を提出

９月28日
議長から市長へ提言書を提出

委員会の活動については、市議会ホームページでもご覧いただけます

総務
委員会

テーマ
消防力の強化について

総務委員会・教育民生委員会・産業建設委員会

提　言　内　容

所管事務調査
　各委員会の所管に関するテーマを設け、１年間調査・研究を行っています。
現状把握や関係団体との意見交換会、先進地視察などを行い、課題・問題点を
検討し、市への提言項目をまとめました。

1�　火災発生時に水量不足とならないよう消火栓及び
防火水槽については、消防法第20条第１項に規定す
る「消防に必要な水利の基準」を満たすものへと更新
し、消防水利の充足率を改善すること。

2�　火災発生時に誰もが迅速かつ安全に初期消火が行
えるよう、消防水利及び消火栓ボックスの使用方法や
管理に関するマニュアルを早期に作成し、消防訓練で
活用すること。また、平素から様々な手段を講じて、市
民の防火・防災に対する意識啓発に努めること。

3�　現在の消防職員数は、消防庁の調査により算定する
職員数と大きく乖離することから様々な災害に適切
に対応できる職員数を確保するため、亀山市定員適正
化計画の見直しを行うこと。また、日勤者のみで構成
する指揮支援隊については、休日・夜間を問わず、災害
時に迅速に対応できる体制に改めること。

4�　非常備消防の充実のため、消防庁からの助言に基づ
き、消防団員の費用弁償等の処遇改善を図るととも
に、消防団詰所の建替えや資機材の更新など、環境整
備に取り組むこと。

視察報告はこちら　　22ページ
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意見交換の様子

意見交換の様子

提　言　内　容

　産業建設委員会では、「次世代の公共交通
政策」をテーマに設定し、交通サービスの課
題を解決し、利用する全ての市民が効率的
で快適に移動可能となる公共交通について
調査・研究を行いました。

　教育民生委員会では、「環境への配慮とコス
ト削減を踏まえた将来のごみ処理のあり方」を
テーマに設定し、「2050年までに温室効果ガスの
排出を実質ゼロ」の実現に向け、環境負荷の低減
とコスト削減を目指したごみ処理について、将
来の処理施設のあり方も含め、調査・研究を行い
ました。
　なお、今回の調査・研究では、市長への提言ま
でには至りませんでしたが、各委員が今後の議
員活動に活かしていきます。

課題・問題点
１．�シャフト式ガス化溶融炉により、ごみの焼却が行われて
いる。その結果、ごみの分別が他市に比べて容易である
ため市民負担の軽減につながっているが、その一方でリ
サイクルやごみの減量化に対する市民意識は向上しに
くい。

２．�現溶融炉の稼働最終年度（2029年）が近づく中で、施設
の長寿命化とともに、次期ごみ処理施設の処理方式の検
討をしなければならないが、プラスチック資源循環促進
法の成立により、今後プラスチック類の分別とリサイク
ルがより推進されることで、検討に及ぼす影響は大き
い。

３．�第２次亀山市環境基本計画に基づき、2050年までに脱
炭素社会の実現を目指した基盤づくりを進めていく中、
シャフト式ガス化溶融炉は燃料としてコークスを使用
するため、ＣＯ２の排出量が多い。

４．�将来のごみ処理施設更新に向けて、ごみ袋の有料化や基
金の積立など財源確保に向けた取組がなされていない。

５．�近隣市と比較整理した結果、中間処理経費については、
溶融処理施設を運営するに当たり、施設の大小にかかわ
らず、経常的維持管理経費が発生するので、人口規模に
よる影響を受け、本市は１人当たりのごみ処理経費が高
い状態にある。

教育民生
委員会

テーマ
環境への配慮とコスト削減を踏まえた将来のごみ処理のあり方について

産業建設
委員会

テーマ
次世代の公共交通政策に
ついて 1�　乗合タクシーの対象者の年齢等の制限を撤廃した

うえで、全ての市民を対象とした実証実験を再度実施
し、利便性と効率性を兼ね備えた運行システムを実現
するため、ＡＩ※１オンデマンド配車システムやＷＥＢ
予約システムの導入に向けて取り組むこと。

2�　運行システムの導入に当たって、医療福祉（高齢者
の通院、介護予防、見守りなど）や教育（中高生の遠距
離通学の支援など）をはじめとした行政サービス、小
売・飲食等の商業、物流、観光などあらゆる分野と連携
するため、システムに蓄積される運行データの解析に
よる潜在ニーズの掘り起こしなど、データの利活用を
推進すること。

3�　利用ニーズの多い時間・ルートは、定時定路線型交
通を運行し、その他の移動は乗合タクシーで補完でき
るようにするなど、限られた財源の中で、公共交通の
最適な組み合わせを実現すること。

4�　近隣市と連携し、相互の乗り入れ可能な乗降場所の
設置を含めた、広域公共交通ネットワークを形成する
ため、様々な公共交通・移動手段を組み合わせて、出発
地から目的地までの移動をひとつのサービスとして
提供（検索・予約・決済）できるよう調査・研究を進める
こと。また、他業態サービスとの連携による一層の需
要拡大も期待できるＭａａＳ※２の取り組みについて
も併せて研究すること。

視察報告はこちら　　22ページ

視察報告はこちら　　23ページ

※１　ＡＩ（Artifical Intelligence)＝人工知能
※２�　ＭａａＳ（Mobility as a Service)　　　　

＝複数の公共交通やそれ以外の移動サービス
を最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一
括で行うサービス
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　高山市は、２地区が伝統的建造物群保存地区
に指定され、土蔵を伝統的建造物として特定す
ることで、その整備に対して補助を出し、防火帯
としての機能を強化している。
　また、木造家屋が大部分を占める伝統的建造
物群保存地区では、類焼防止を防ぐ観点から初
期消火に係る様々な資機材を貸与するほか、自
衛消防組織への活動補助金交付、「自主防災組織
のための防災活動ガイド」を作成、配布など、初
期消火体制を充実させる取組を行っており、初
期消火の重要性を改めて感じることができた。

　消防団については、意識調査（アンケート）の
実施や、消防団組織等検討委員会を設置するこ
とで、処遇や環境の改善に努めている。

　当市と規模による比較は単純にできないものの、
木造家屋が大部分を占める伝統的建造物群保存地区
では、類焼防止を防ぐ観点から初期消火に係る様々
な資機材を貸与するほか、自衛消防組織への活動補
助金交付、「自主防災組織のための防災活動ガイド」
を作成、配布など、初期消火体制を充実させる取組を

　施設更新においては、亀山市と四日市市を比較す
ると溶融炉の性能や委託による運営などの違いによ
り、一人当たりの処理経費が大幅に削減できる可能
性があり、今後の検討事項と考える。

所　感

所　感

行っており、初期消火の重要性を改めて感じること
ができた。
　また、消防団の活動環境改善や処遇については、よ
り消防団員の活動しやすい環境へと改善していくこ
とが、団員の確保につながっていくのではないかと
感じた。

　将来のごみ処理問題を考えるに当たっては、ＳＤ
Ｇｓやパリ協定など国際的な動向、カーボンニュー
トラルに向けての国の動向、新たなプラスチック資
源循環促進法の成立など様々な動きを見据えていく
必要がある。

オンライン視察の様子

◆内容　伝統的建造物群保存地区での防災の取り組みについて

視察日：令和３年８月17日
視察先：岐阜県高山市　
　　　　（オンラインによる視察）

総 務 委 員 会視察
報告

　四日市市はガス化溶融炉を選択しているが、
メリットとしては溶融処理を行うことで廃棄物
の無害化・資源化をすることができ、自治体とし
て一般廃棄物の処理責任を全うすることができ
ること、プラスチックごみを可燃ごみにするこ
とで市民の分別の負担を軽減することができ
ること、焼却灰の溶融をしてメタルを取出し資
源化を図れることであり、デメリットとしては
コークスを利用することでＣＯ２の排出量が増
えることである。
　また、将来のごみ処理に係る課題として、ＣＯ２

の排出量を抑えるという国の方針に対して今後
どのように対応していくかということがあると
ともに、施設の老朽化を見据えて、メンテナンス
コストができる限り低減できるように事業者と
検討している段階である。

◆内容　シャフト式ガス化溶融炉を選択したメリット・デメリットについて

視察日：令和３年８月25日
視察先：�四日市市クリーンセンター
　　　　（オンラインによる視察）

教育民生委員会視察
報告

オンライン視察資料
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　玉城町のオンデマンド交通「元気バス」は高齢者を
対象にした福祉事業との連携が特徴である。介護保
険の新しい総合事業「一般介護予防事業」の柱と位置
付けられる「元気づくりシステム」においても「元気
バス」の利活用が検討されている。運行データを分
析・活用した継続的な高齢者の見守りなど、高齢者福
祉事業との連携はオンデマンドバスシステムへ蓄積

所　感 される運行データ等の分析・活用によって実施可能
になる。亀山市でも、蓄積した運行データ等の計量的
な分析・活用を可能にするオンデマンドバスシステ
ムを導入し、高齢者福祉事業との連携や、通勤・通学
など日常生活支援事業との連携など、将来を見据え
た政策と連動し、公共交通のサービス向上を実現す
べきだと考える。

　玉城町では平成８年に民間路線バスが大幅縮
小され、平成９年から高齢者のために福祉バス
の運行を始めたが、効率の悪い運行で乗客も少
なかった。そこで福祉バスの一部の路線のみを
残して他の路線を廃止し、平成23年１月からオ
ンデマンド交通「元気バス」を導入した。「元気バ
ス」の利用には、会員登録が必要だが、年齢制限
はない。東京大学大学院が開発したオンデマン
ドバスシステムを採用しており、導入後もオペ
レーターの負担や遅延トラブルの解消、簡易な
Ｗｅｂサイトで予約を簡単にするなど改善を重
ねてきた。利用率は町民の約１割にとどまるが、
１日あたりの利用者数は150名を超えている。
「元気バス」は高齢者の移動支援として福祉政策

の側面が強く、導入したことにより介護予防事
業の参加者も増加した。「元気バス」の利用と後
期高齢医療費の相関を検証すると年間約1100万
円の医療費削減効果が算出され、利便性向上や
利用者数の増加なども考慮すると、福祉バスか
らオンデマンド交通への切り替えは玉城町にお
いて有効であったと考えられている。

◆内容　オンデマンド交通の取り組みについて

視察日：令和３年８月12日
視察先：�度会郡玉城町
　　　　（オンラインによる視察）

産業建設委員会視察
報告

オンライン視察の様子

　７月28日、29日、30日に各常任委員会協議会を開催し、執行部からそれぞれの所管する主要事
務事業などについて説明を受け、関係施設等の視察を行いました。

各常任委員会の所管事務

産業建設委員会協議会
（7月28日）

所管部署
・産業建設部
・上下水道部

所管部署
・生活文化部
・健康福祉部
・医療センター
・教育委員会

所管部署
・総合政策部
・防災安全課
・会計課
・消防本部及び消防署
・監査委員事務局
・選挙管理委員会事務局

教育民生委員会協議会
（7月29日）

総務委員会協議会
（7月30日）

住山加圧ポンプ室

板屋 IC改良工事

地域包括支援センター

鈴鹿関跡 消防はしご車
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かめやま市議会だよりは、古紙パルプ配合率80％、白色度80％の再生紙および植物油インキを使用しています。

11月 26日	 12 月定例会開会　　10：00~
12月  7日	 議案質疑　　　　　10：00~
	 予算決算委員会
　　  8日	 一般質問　　　　　10：00~
　　  9日	 一般質問　　　　　10：00~
　　13 日	 産業建設分科会　　10：00~
	 産業建設委員会
　　14 日	 教育民生分科会　　10：00~
	 教育民生委員会

　　15 日	 総務分科会　　　　10：00~
	 総務委員会
　　20 日	 予算決算委員会　　10：00~
	 議会運営委員会　　11：00~
　　21 日	 12 月定例会閉会　　10：00~

11月11 日	 臨時会開会　　　　10：00~
　　12 日	 臨時会閉会　　　　10：00~

　正式な日程は、定例会直前の議会運営
委員会で決定します。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせく
ださい。
　ホームページにも掲載しています。

令和３年
12月定例会日程（予定）

令和３年
第２回臨時会日程（予定）

表紙写真 から

　私は、食に関する職業に興味があったので、
栄養や調理を基礎から学べる亀山高校総合生
活科に入学しました。高校１年生の時、両親
に鯛

たい

のポワレ※１とビシソワーズ※２を作った
ら、とても喜んでもらえた経験から、調理師
になりたいという夢ができました。
　高校２年生からは、食物文化系列で学んで
います。栄養や食材を座学で学び、それに関
連した料理を調理実習で作るので、効率よく
楽しく学ぶことができます。食物文化系列で
は、食物調理技術検定にも挑戦します。検定
２級のテーマは「お弁当」で、自分で献立を
立てるところから取り組みました。検定１級

のテーマは「60歳祖母の還暦祝い」で、コー
ス料理を作りました。献立作りに悩んでいる
と、先生から「色鮮やかに」「栄養バランス、
食材を考えて」とアドバイスをいただきまし
た。何度も試作を繰り返し、無事検定に合格
することができました。
　高校卒業後は調理の専門学校に進学しま
す。進学後は、即戦力が身につけられるよう
努力したいです。そして、料理を通じて、人
を笑顔にできる調理師になりたいです。

■問い合わせ先╱三重県亀山市議会事務局　〒519－0195 三重県亀山市本丸町577　☎（0595）84－5059　Eメールアドレス gikai-city.kameyama@ztv.ne.jp

市民の皆様の声が議会・市政に反映され、信頼をいただける議会となるよう努めてまいります。
皆様のご意見をお寄せください。

総合生活科 3年　辻
つじ
　明

あか
音
ね

さん（亀山市）

※１　ポワレ＝フライパン焼きにすること
※２　ビシソワーズ＝ジャガイモのポタージュスープ
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